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(5) 令租 2 年(2 0 2 0年） 1 月 5 日 日曜日

黒内から69法人が認定

や日

に優

イラ
tと

藝
`...．J 

奎斤 -r五可
,.i.... ..... 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
制
度
で
成
果

社内で血液年齢を計測する様子

2
0
1
8
年
に
健
康
経
営
優
良
法
人
の
認

定
を
受
け
た
宝
輪
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
進
め
る 。
3
カ
月
に
1

回
発
行
し
て
い
る

「
健
康
だ
よ
り」
の
中
で
募
集
を
募
り 、
ス

マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ

チ
を
無
料
支
給
し
て
い
る
の

も
そ
の
一
例 。
健
康
作
り
を
目
的
に 、
歩

数・
血
庄・
心
拍
や
睡
眠
の
廣
な
ど
が
計
測

で
き 、
ア
プ
リ
を
通
し
て
健
康
を
管
理
が
で

き
る 。
ま
た 、
健
康
診
断
を
全
従
業
貝
が
受

診
し
た
上
で

結
果
に
応
じ

て
面
談
を
行

い 、
問
題
が

見
ら
れ
た
従

業
貴
に
は
会

社
と
し
て
再

検
査
を
推
奨

し 、
そ
の
受

診
率
も
1
0

ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ

多
く
の
先
進
的
な
社
内
制
度
を
取
り
入
れ

る
中
で 、
2
0
1
8
年
に
健
康
経
営
優
良
法

人
を
取
得
し
た
株
式
会
社
四
日
市
事
務
機
セ

ン
タ
ー

で
は 、
さ
ら
な
る
社
内
環
境
の
改
善

に
向
け
昨
年
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
を
始
め

こ。こ
れ
ま
で
行
っ

て
い
た
社
貴
の
扶
羞
家
族

の
健
康
診
断
受
診
制
度
に
加
え 、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
社
興
の
家

＿

族
全
貴
の
受

子

診
費
用
を
全

る

額
会
社
が
負

様す

担。
予
防
接

診受

種
1
0
0
%

戸

を
自
指
し

接

て 、
医
療
機

予

関
の
協
力
を

防で

得
て 、
事
務

異全

所
内
で
の
予

立

防
接
種
を
実

施
し
て
い

る 。
過
去
2
年
間
は 、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
者
が
0
人
と
効
果
が
出
て
い
る
と
佐
野
社

長
は
話
す 。

さ
ら
に 、

健
康
経
営

の
取
り
組

み
の一
環

と
し
て
毎

年
参
加
し

て
い
る
ハ

ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
会
場

で
血
管
年
齢
測
定
器
を
体
験 。
こ
れ
を
佐
野

社
長
が
気
に
入
り
す
ぐ
さ
ま
会
社
に
設
置

し 、
社
貴
が
い
つ
で
も
血
管
年
齢
を
測
定
で

き
る
よ
う
に
し
た 。
週
に
1

度
社
員
全
貴
が

測
定
を
実
施 。
全
社
員
が
お
互
い
の
結
果
を

共
有
し 、
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
る 。

そ
し
て
働
き
方
改
革
関
連
法
案
の
施
行
に

よ
り
新
た
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
制
度
も
あ

る 。
有
給
休
暇
を
毎
月
1
日
以
上
取
得
す
る

こ
と
で 、
月
1

万
円
の
手
当
を
支
給
す
る
有

給
消
化
手
当 。
昨
年
4
月
か
ら
始
ま
っ

た
年

5
日
以
上
の
有
給
休
暇
の
取
得
の
義
務
化
に

伴
い 、
社
貴
自
ら
進
ん
で
有
給
が
取
り
や
す

く
な
る
よ
う
に
と
制
度
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ

た 。
昨
年
1

年
間
の
有
休
取
得
率
は
94.
4

％
ま
で
向
上
し
た
こ
と
か
ら 、
そ
の
成
果
は

顕
著
に
み
ら
れ
て
い
る 。

-

本
年
1

月
に
は
新
社
屋
の
完
成
も
予
定 、

さ
ら
な
る
働
き
や
す
さ
を
自
指
し
て
佐
野
社

長
の
取
り
組
み
は
続
く0

.

健
康
経
営
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ

か
け
に

第3種郵便物認可

0
％
を
実
現
し
て
い
る 。

そ
れ
以
外
に
も 、
同
社
が
ス
ポ
ン
サ
ー
ド

す
る
県
内
の
サ
ッ

カ
ー

チ
ー

ム
「
鈴
鹿
ア
ン

リ
ミ
テ
ッ
ド
F
C」
の
ト
ッ

プ
コ
ー

チ
を
招

｀
�
ー2
l

を
i

き 、
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す
る
な
ど
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E
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q
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各
方
面
か
．qi
"

室
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匹
5

教

ら
従
業
貴
ー
，`’

チ

“
 可

ツ

の
健
康
を

『
が
J

＇、
と

1/

レ卜

支
え
る 。

9

作
、．

出
t‘
j

0

ま
た 、

況＂

ス

現
在
準
備

}”

を
進
め
て

7

い
る
今
後

[
.

の
取
り
組
み
と
し
て 、
従
業
貴
と
そ
の
家
族

の
健
康
を
大
切
に
す
る
た
め
の
「
介
護
サ
ポ

ー
ト」

の
制
度
化
が
あ
る 。
同
社
に
相
談
窓

口
を
設
置
し 、
従
業
員
が
家
族
の
介
護
を
行

う
際
に
就
業
規
則
で
定
め
ら
れ
た
最
低
限
の

支
援
に
と
ど
ま
ら
ず 、
職
場
の
変
更
や
自
己

貧
胆
額
の
補
助 、‘
介
護
手
当
の
支
給
な
ど
を

行
う
こ
と
で 、
介
護
が
理
由
と
な
る
離
職
を

防
ぐ
こ
と
を
自
的
と
し
て
い
る 。
山
崎
さ
ん

は
「
健
康
経
営
の
推
進
は 、
従
業
貴
同
士
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の
き
っ
か
け
に
も
な

っ
て
お
り 、
多
く
の
取
り
組
み
を
行
う
中
で

さ
ら
な
る
周
知
と
充
実
を
図
り
た
い」
と
話

す 。
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